
 

 

令和２年度 

 

一般財団法人あかしこども財団 

事業報告書 

 

 

 

 

 

自 令和２年４月 １日 

至 令和３年３月３１日 
 

 

 



 

 

～ 目 次 ～ 

 

 

 

 

Ⅰ 実施事業 

１ こどもの居場所づくり事業  ・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

２ 地域活動支援事業      ・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

３ 子育て応援企業連携事業   ・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 

４ こども総合支援事業     ・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 

５ 放課後児童健全育成事業   ・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 

６ こども研修センター運営事業 ・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

７ あかしこども財団運営事業  ・・・・・・・・・・・・・・・ １６ 

 

 

Ⅱ 法人概要           ・・・・・・・・・・・・・・・ １９ 



1 
 

はじめに 

 

あかしこども財団の設立から３周年を迎え、これまで地域の皆さまをはじめ、企業や

関係機関・団体、子どもの健やかな成長を願う全ての方々のお力添えをいただいており

ますことに、心より感謝申し上げます。 

 

 新型コロナウイルス感染症に関して、３度目の緊急事態宣言が発出されるなど、未だ

に収束が見えない状況です。新型コロナウイルス感染症が私たちの日常生活に与えた影

響は大きく、そして、長期化しているこの状況下において、当財団は、その理念「すべ

ての子どものしあわせのために」の達成に向けて、３つの担当により全力で取組を進め

てまいりました。 

 

 まず、こども支援担当においては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、こど

も食堂をはじめ、地域活動の休止が相次ぐ中、その運営者の不安に寄り添いながら、感

染症対策を含めた運営全般の支援を行うなど、社会的な孤立や孤独を防ぎ、人と人との

つながりを守る活動の維持に努めました。また、新たに、子どもの事情に配慮した食の

支援として、「テイクアウト・デリバリーこども食堂」を実施するとともに、地域みん

なで子どもを応援するまちづくりの機運を高めるため、「聞かせて！みんなの夢メッセ

ージ」や「こども夢講座」を実施しました。 

 

次に、放課後児童クラブ担当においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

の臨時休校中（令和２年４月９日～５月３１日）においても、国や市からの要請を受け、

朝から放課後児童クラブを開所して児童の受け入れを行うなど、保護者が就業等により

昼間家庭にいない児童の健全な育成を図りました。また、市と連携し、中核市で初めて、

放課後児童支援員認定資格研修を実施し、支援員の確保と質の向上を図りました。 

 

最後に、研修センター担当においては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、

当初の予定を変更し、オンライン方式による研修の実施や、定員変更を余儀なくされま

したが、様々な感染症対策を講じ、細心の注意を払う中で研修を実施しました。また、

新たに、子ども家庭総合支援拠点の設置促進に向けたアドバイザーの派遣を開始しまし

た。 

 

今後の組織運営に当たっては、地域のすべての子どもの健やかな育ちを地域みんなで

応援する社会を実現するために、これまでの発想を切り替え、刻一刻と変化する地域ニ

ーズに合わせて、これまでの取組を見直しながら、地域の皆さまをはじめ、各種団体、

事業者、関係機関などと連携しつつ事業を展開してまいります。引き続き、お力添えを

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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１ こどもの居場所づくり事業 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてこども食堂の休止が相次

ぐ中、感染防止に配慮しつつ、人と人とのつながりを守る活動でもあるこども食堂が

開催できるよう、運営者の不安に寄り添いながら、感染症対策を含めた運営全般の支

援を行ってきました。 

 全体で４４か所の内、３０か所のこども食堂において、延べ約３，９００人の子ど

もの居場所になるとともに、１８０人を超える地域の皆さまによる子どもの見守りに

つながりました。 

 

助成金交付額 ４，１３５千円 

延べ実施回数 ２５４回 

参加人数（延べ人数） ３，９１６人 

 

＜実施内容＞ 

◆ こども食堂等への感染症対策の実施 

１回目（４・５月）と２回目（１・２月）の緊急事態宣言発出時は多くのこども

食堂が休止しましたが、その解除後には徐々に活動を再開しました。開催に当たっ

て、こども食堂の運営者から新型コロナウイルス感染症への不安や３密になること

の懸念の声が多く寄せられたため、以下のような感染症対策を行いました。 

 

①運営全般の支援 

当財団の職員が、再開前に運営者からの運営相談に応じた

り、マスクや消毒液等の衛生物資を提供したほか、基本的な

感染症予防策をポイントに各こども食堂自らがチェックで

きる「感染症対策チェックリスト」を配布し、運営者ととも

に現地で確認するなど、こども食堂の現場に足を運び、個々

のこども食堂の特性に応じたきめ細やかな運営全般の支援

を行いました。 

 

 

 

  ②こども食堂研修会の実施 

コロナ禍においても、子どもたちがより一層安心して参加できるこども食堂とし

て開催できるよう、運営上の注意点や工夫点等を学ぶ、こども食堂運営者向けの研

修会を実施しました。 

Ⅰ 実施事業 
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   日 時：令和２年１１月２６日（木） 午前１０時～午前１１時４０分 

   参加者：こども食堂運営者４１名 

内 容：１部）あかし保健所長による講演 

「新型コロナウイルスの最新の話題等について」 

２部）参加者同士の意見交換 

「コロナ禍における開催の工夫点等について」 

 

 

 

 

 

 

 

◆ こども食堂新規開設支援及び運営支援 

年間を通じて、財団ホームページや財団だより（季刊誌）、こ

ども食堂図鑑等により、こども食堂の取組を発信するとともに、

こども食堂の開設を希望する団体に対する新規開設や運営に関

する相談、各団体への橋渡しなどの支援を行いました。 

また、当財団の職員がこども食堂に定期的に足を運びながら、

感染防止に配慮した開催の様子を把握したうえで、運営者から

の様々な相談に対応しました。 

 

【令和２年度に新規開設されたこども食堂（２か所）】 

小学校区 名称 開設月 

明石 明石小学校区こども食堂きらり☆ １１月 

山手 casa そらのみんな食堂 ６月 

 

◆ ボランティアへの対応 

財団だよりを活用した周知等により、ボランティアニーズを掘り起こし、ボラン

ティア活動希望者とこども食堂とをつなぐ取組を進めました。高校生や大学生がこ

ども食堂に関わり、地域の人とふれあうなかで、子どもを応援する輪が広がってい

ます。 

 

ボランティア希望の問い合わせ件数 １３件 

実際にこども食堂につながった件数 ７件 
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◆ 食材等の寄付への対応 

子どもたちを応援したい市民（個人）や企業・団体等の多くの

方々から食材の提供を受け、当財団が取りまとめて、希望するこ

ども食堂に配布しました。また、寄付していただいた企業や個人

を、財団だよりや財団ホームページで紹介しています。 

 

【食材等寄付の内訳】 

寄付者 提供物 

株式会社創味 煮豆等 延べ４，８００袋 

個人 米 ５㎏×１５袋 

個人 米 ５㎏×４袋 

有限会社オーキド米穀 米 ５㎏×４０袋 

生活協同組合コープこうべ 米 ５㎏×４０袋 

株式会社ＭＡＯＭＯ 米 ３０㎏×４袋 

明石市漁業組合連合会 明石たこ ２００㎏ 

明石商工会議所女性部 米 ５㎏×３０袋、サツマイモ５㎏×２０箱 

あかねが丘学園（園芸コース） じゃがいも、玉ねぎ、にんじん 

株式会社大門 子ども用布マスク ５００枚 

フードドライブ（コープこうべ） 米や調味料など市民から提供があったもの 
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２ 地域活動支援事業 

● こども応援助成金 

児童健全育成活動や子育て支援活動に取り組む地域活動団体に対し、活動費用の助

成や広報の支援、ボランティアの育成等を行いました。新型コロナウイルス感染症の

影響により、活動の休止や内容の縮小を行う団体がありましたが、当財団の職員が活

動現場へ足を運び、感染症対策を含めた運営全般を支援することで、地域活動が継続

できるように努めました。 

 

＜実施内容＞ 

◆ 助成金の交付 

新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、申請団体３５団体についての審

査を書面により行い、助成金交付団体を決定しました。 

 

【助成金交付実績】 

コース区分 
団体数 

（団体） 

交付額 

（千円） 
地域活動の例 

チャレンジ ２   １６８ マジッククラブ、親子ふれあいサロン等 

サポート ２４   ８７３ 食育、親子工作等 

地域学習支援 ８ １，２６４ 宿題支援、学力向上支援 

未来のパパ・ママ １    ４０ 赤ちゃん先生 

合 計 ３５ ２，３４５  

 

◆ 大学生向けオンライン説明会 

勉強を苦手とする子どもへの学習指導等、学習支援ニーズが高まる中、地域学習

支援活動の充実を図るため、大学生向けオンライン説明会を実施しました。 

日 時：令和３年２月２０日（土） 

参加者：兵庫県立大学の教授１名・看護学部学生２３名 

ＮＰＯ法人学習支援ソサエティ命の根、希望塾 

内 容：地域活動団体の紹介、ボランティア活動を行う際の注意事項等 
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● こども夢文庫 

こども夢文庫を運営する団体に対し、活動費用の助成や広報の支援、ボランティア

の育成等を行いました。新型コロナウイルス感染症の影響により、４・５月はこども

夢文庫の活動を休止することとなりましたが、６月頃から徐々に再開し、７月にはす

べてのこども夢文庫が活動できるようになりました。 

再開に当たっては、当財団の職員が活動現場へ足を運び、感染症対策を含めた運営

全般の支援を行うことで、地域活動が継続できるように努めました。 

 

 ＜実施内容＞ 

【助成金交付実績】 

団体数（団体） 交付額（千円） 

８ １，５９０ 

 

【各夢文庫の取組実績】 

団体 
年間利用者数（人） 年間貸出冊数 

（冊） 
開催曜日 

子ども 保護者 

こども夢文庫あさぎり ７２２ ６１２ ２，６５６ 水、木 

こども夢文庫貴崎 ５９ ３６７ １４１ 月、水、金 

こども夢文庫西明石 ４０１ ３６９ ６５ 火、金 

こども夢文庫大久保北 ２１２ ２０３ １，２３４ 水、木 

こども夢文庫えいがしま １４０ １５５ ７２０ 火、水、金 

こども夢文庫うおずみ ５４３ ４４５ ３６８ 火、木 

二見北こども夢文庫 ９５２ ６２５ １４１ 水、土 

こども夢文庫西二見 ３４７ ３２８ １３５ 火、金 
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３ 子育て応援企業連携事業 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、例年開催していたイベントは中止しまし

たが、子育て応援企業の協力を得て、子どもたちや市民に明るい話題を発信しました。 

また、子育て応援企業の認定数拡大にも取り組み、地域みんなで子ども・子育てを

支援し、応援するメッセージを発信しました。 

 

＜実施内容＞ 

 ◆ お家でがんばる“ぼく”“わたし”ひとことメッセージ 

コロナ禍において、お家で頑張る子どもたちからメッセージを

募集し、ホームページや広報紙等で広く発信しました。また、子

育て応援企業から多くの協賛品が寄せられ、メッセージを投稿し

てくれた子どもたちに提供されました。 

テ ー マ：お家で頑張っていること、お家でのお手伝い等 

応 募 数：１５７人・５６１件 

募集期間：令和２年５月１日～３１日 

 

 

 

 

◆ 聞かせて！みんなの夢メッセージ 

子どもたちの声で、まち全体が明るく前向きになるよう、夢に向かって頑張る子

どもたちからメッセージを募集しました。また、子どもたちの夢が叶うよう、子育

て応援企業である株式会社明石ケーブルテレビにご協力いただき、子どもたちが頑

張る姿がテレビ放映されました。 

テ ー マ：「ぼく、わたしの将来の夢」 

応 募 数：１６４人（内出演希望者３１人） 

募集期間：令和３年１月～２月 

メッセージの展示：あかし市民広場にて３月１９日～３月２３日 

明石ケーブルテレビ撮影日：３月２６日・２７日 

放映時期：令和３年４月１０日から明石ケーブルテレビの番組内で順次放映 
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４ こども総合支援事業 

  新たに、子どもたちの事情に配慮した緊急的な食の支援と

して、こども食堂運営者や市内飲食店の協力を得て、子ども

たちにお弁当を届ける「テイクアウト・デリバリーこども食

堂」を実施しました。 

広報あかしに開催日等を掲載するとともに、小学校を通じ

て保護者へのメール配信システム「すぐメール」を活用する

など、幅広く効果的な広報を行いました。申し込み開始と同

時に定員に達するなど、大変ご好評をいただき、約２万食の

お弁当をお届けました。 

 

【実施したこども食堂（１４か所）】 

№ 名称 食の提供数（食） 

１ 明舞ひまわりこども食堂 ４０１ 

２ 明石キャッスルホテル子ども食堂 ５４０ 

３ はやしこどもカフェ １，５０５ 

４ 鳥羽子どもふれあいレストラン ２２１ 

５ こどもレストランｎｏｎｏ １，８１３ 

６ 沢池こどもレストラン ６３５ 

７ こどもスマイルキッチン ４０７ 

８ はなぞのサポーティングランチ ２００ 

９ 貴崎鍵庄子ども食堂 ３７２ 

１０ 谷八木こども食堂てくてく ３５２ 

１１ レストランつながり ２２５ 

１２ いろは食堂 ３，２１４ 

１３ 錦ヶ浦キッチン １，４９１ 

１４ ほのぼのこどもレストラン １，１３６ 

合 計 １２，５１２ 

 

【実施した市内飲食店（１９か所）】※令和２年５月～８月まで実施 

№ 名称 食の提供数（食） 

１ ひだまり亭 ９９８ 

２ 人丸花壇 ５０８ 

３ ＴＴＴ １，０２０ 

４ 和ごころ万彩 ５０５ 

５ 昼網和膳穂の花 ５１０ 

６ てんこもり弁当 ６２１ 

７ たこや蛸老亭 ４５５ 
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№ 名称 食の提供数（食） 

８ 日本料理ぜんさく ５５０ 

９ 手作り餃子はやし ４７４ 

１０ 割烹こてつ ４８１ 

１１ 焼肉やまと ５００ 

１２ 焼肉やまと大久保店 ５００ 

１３ 食彩館ひのき ７４２ 

１４ 立ち呑み処がちゃぴん ４４５ 

１５ 湖太郎 ２１５ 

１６ 地元特産品販売じんだい ７３０ 

１７ 浪漫珈琲倶楽部神戸舘 ５０５ 

１８ 福田珈琲店 ５００ 

１９ 焼肉のむらや ５００ 

合計 １０，７５９ 

 

【（参考）助成内容】 

助成金の種類 助成金額（千円） 

運営助成（開催１回につき） ３０ 

特別助成（年度内に１回限り） １００ 

  ※飲食店には５００食の提供を要件として、１か所上限３００千円を助成 
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５ 放課後児童健全育成事業 

● 放課後児童クラブ運営事業 

市内全２８小学校の敷地内に放課後児童クラブを設置し、保護者が就業等により昼

間家庭にいない児童を対象として、授業の終了後等に適切な遊びや生活の場を提供し、

児童の健全な育成を図りました。令和２年度については、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のための臨時休校期間中においても、国や市からの要請を受け、朝から放課

後児童クラブを開所し、児童の受け入れを行いました。 

※ 花園児童クラブの運営については、花園学童運営委員会に委託 

 

【令和２年４月１日時点の受け入れ児童数】                 （単位：名） 

クラブ名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

１ 松が丘 １９ １９ １８ １７ ４ １ ７８ 

２ 朝霧 ５６ ５９ ４７ ２３ １２ ６ ２０３ 

３ 人丸 ５０ ５６ ５２ ３７ １５ ７ ２１７ 

４ 中崎 ２９ ２２ ２３ １１ １２ ２ ９９ 

５ 明石 ３７ ４７ １２ ２３ ２２ ２ １４３ 

６ 大観 １３ １１ ８ ２ ２ ０ ３６ 

７ 王子 ３１ ２７ １７ ８ １５ ３ １０１ 

８ 林 ２４ ３７ ２９ ２３ ７ ８ １２８ 

９ 和坂 １９ ２１ １４ ８ ７ １ ７０ 

１０ 鳥羽 ５１ ４４ ２３ １７ ８ ４ １４７ 

１１ 沢池 ５５ ４５ ３１ １３ ９ ５ １５８ 

１２ 藤江 ５７ ３９ １９ １５ １１ ２ １４３ 

１３ 花園 ３２ ２０ １８ １７ １０ ３ １００ 

１４ 貴崎 ６ １３ ６ ５ ２ ３ ３５ 

１５ 大久保 ８０ ５０ ３９ ２５ １５ ３ ２１２ 

１６ 大久保南 ４１ ６１ ４３ １５ １８ ５ １８３ 

１７ 高丘東 １５ １６ １０ １６ １３ ２ ７２ 

１８ 高丘西 ２７ ２３ ３１ １４ １０ ３ １０８ 

１９ 山手 ８８ ４８ ３２ ２１ ８ ３ ２００ 

２０ 谷八木 ４２ ２２ １５ ９ ７ ２ ９７ 

２１ 江井島 ３４ ５３ ２４ １５ ５ ０ １３１ 

２２ 魚住 ４０ ２０ ２１ １０ ７ ５ １０３ 

２３ 清水 ３４ ３１ １９ １２ ４ ２ １０２ 

２４ 錦が丘 ２０ ２８ ２１ ６ １０ ３ ８８ 

２５ 錦浦 ３８ ４３ ５１ １４ １２ １３ １７１ 

２６ 二見 １７ １６ １０ ５ ０ ２ ５０ 

２７ 二見北 ３６ ３２ ２０ １９ １４ １４ １３５ 

２８ 二見西 ２９ ２５ ２６ １６ ８ ２ １０６ 

合計 １，０２０ ９２８ ６７９ ４１６ ２６７ １０６ ３，４１６ 
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＜実施内容＞ 

放課後児童クラブの安定的な運営に加えて、以下のような取組を実施し、育成内

容の充実を図りました。 

 

  ◆ 発達障害が疑われる児童等への育成支援 

発達支援センターの臨床発達心理士等による訪問や作業療法士の支援を受け

て、発達障害が疑われる児童等への育成支援の充実を図りました。 

  ・７月、８月、１０月 臨床発達心理士等 延べ６名（３児童クラブ） 

  ・６月、８月     作業療法士    延べ４名（２児童クラブ） 

  

◆ 夏休み期間のみの入所を全児童クラブで実施 

保護者のニーズを踏まえ、夏休み期間のみの入所の受け入れを、２０１９年度

の１０児童クラブから全２８児童クラブに拡充して実施しました。 

 

 

 

 

◆ 放課後ブックサークルの実施 

あかし市民図書館所蔵の図書セット（本６５冊、紙芝居５冊）を毎月、全児童

クラブに届け、より多くの本に触れる機会を設けました。 

  

◆ 支援員研修会の実施 

放課後児童支援員や補助支援員向け研修会を実施し、育成支援の質の向上を図

りました。 

 

①新任研修会 

＜第１回＞ 

日 時：７月２日（木）午前１０時～午前１１時３０分 

受講者：５３名 

内 容：子どもの力を伸ばす関わり 

講 師：放課後児童クラブ担当指導係長（スーパーバイザー） 玉田絹夫氏 

 

＜第２回＞ 

日 時：１０月７日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

受講者：５２名 

内 容：気になる子どもの理解と対応 

講 師：臨床発達心理士 杉谷悠子氏 
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②全体研修会 

＜第１回＞ 

日 時：１０月１６日（金）午前１０時～午前１１時３０分 

受講者：２３３名 

内 容：発達障害のある子どもの理解と具体的支援 

講 師：桃山学院教育大学教授 松久眞実氏 

＜第２回＞ 

日 時：１１月１８日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

受講者：１４２名 

内 容：保護者対応の在り方等 

講 師：大阪大学教授 小野田正利氏 

③市民救命士講習 

日 時：１０月２３日（金）・２７日（火）～３０日（金） 

場 所：明石市防災センター、受講者：７６名 

 

◆ 広報紙（児童クラブだより）の発行 

放課後児童クラブだより「おかえり！」を発行し、放課後児童クラブの活動を

広報しました。 

発行月：６月、１１月 

内 容：クラブ目標、イベント、新型コロナウイルス感染症対策等 

配布先：クラブ利用児童の保護者、小学校、幼稚園、保育所、小学校コミセン等 

  部 数：各４，０００部（Ａ４両面） 

 

● 放課後児童支援員認定資格研修事業 

放課後児童支援員となるための必須研修である放課後児童支援員認定資格研修を、市

と連携して中核市で初めて実施し、支援員の確保と質の向上を図りました。 

 

 ＜実施内容＞ 

◆ カリキュラム 

  １６科目２４時間 

◆ 日程 

＜１回目＞ ７月４日（土）・１１日（土）・１８日（土）・２６日（日） 

＜２回目＞ １０月３日（土）・１１日（日）・１８日（日）・２４日（土） 

◆ 受講者 

＜１回目＞ ５６名（財団職員：４９名、その他一般枠：市内４名、市外３名） 

＜２回目＞ ４２名（財団職員：２８名、その他一般枠：市内１４名） 
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６ こども研修センター運営事業 

● 研修実施 

 国の虐待・思春期問題情報研修センター事業のうち、児童虐待対応機関職員等を対

象とする研修を行う事業を、市が実施自治体、当財団が運営主体として実施していま

す。 

計１４本の研修を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事

態宣言を受け、国や市と対応を協議した結果、５月に予定していた「児童養護施設職

員指導者研修」については中止、６月に予定していた「児童相談所児童福祉司スーパ

ーバイザー義務研修前期Ａ日程」については８月に開催を延期。また、７月の「児童

相談所児童心理司指導者研修」と令和３年２月の「一時保護所指導者研修」について

は中止したうえで、内容を変更し、オンラインによるセミナーとして実施しました。 

その他の研修につきましては、感染状況等を踏まえながら、研修生へのマスク着用

の義務付け、手指消毒液の設置や間隔を取るため定員を減らすなどの感染予防対策を

講じた上で実施しました。 

 

＜実施内容＞ 

研 修 名 時 期 
定 員 

（名） 

参加者 

（名） 
備考 

児童養護施設職員指導者研修 
５月１９日（火） 

～２２日（金） 
８０ ― 中止 

児童相談所児童心理司指導者研修 

【共催】子どもの虹情報研修センター 
７月１６日（木） ８０ ７８ 

オンライン 

実施 

児童相談所児童福祉司 

スーパーバイザー義務研修 

前期Ｂ日程 ○法  

７月２９日（水） 

～３１日（金） 
６０ ５０ 定員変更 

教育機関・児童福祉関係職員合同研

修 

８月２０日（木） 

～２１日（金） 
６０ ３４ 定員変更 

児童相談所児童福祉司 

スーパーバイザー義務研修 

前期Ａ日程 ○法  

８月２５日（火） 

～２７日（木） 
６０ ４５ 

延期 

定員変更 

乳児院職員指導者研修 
９月  ８日（火） 

～１１日（金） 
６０ ２５ 定員変更 

児童相談所弁護士等専門研修 
１０月  ８日（木） 

～  ９日（金） 
４０ １９ ― 

市区町村子ども家庭相談支援 

指導者研修 

１０月２０日（火） 

～２３日（木） 
６０ ４７ 定員変更 

児童相談所児童福祉司 

スーパーバイザー義務研修 

後期Ａ日程 ○法  

１１月１８日（水） 

～２０日（金） 
６０ ４５ 定員変更 

児童相談所児童福祉司 

スーパーバイザー義務研修 

後期Ｂ日程 ○法  

１２月 ９日（水） 

～１１日（金） 
６０ ４６ 定員変更 
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※○法は法定義務研修の略 

 

● 子ども家庭総合支援拠点の設置促進に向けたアドバイザー派遣 

国は、市区町村における子どもとその家庭、妊婦等を対象として必要な支援を行う

体制強化を図るため、子ども家庭総合支援拠点の整備を進めており、令和２年度から、

国の虐待・思春期問題情報研修センター事業の取組の一つとして、 新たに「子ども

家庭総合支援拠点の立ち上げを支援するアドバイザー派遣事業」を実施しています。 

  この事業は、アドバイザーの派遣を希望する市区町村が都道府県を通して当財団に

依頼し、当財団が依頼内容を踏まえ候補となるアドバイザーを選定し派遣の調整を行

うものです。アドバイザーは、子ども家庭総合支援拠点の立ち上げや運営に深い知識

と経験がある、有識者７名、自治体職員１３名から構成されています。令和２年度は、

計２４件の派遣を調整しました。 

 

＜実施内容＞ 

依頼元 依頼件数（件） 調整件数（件） 

愛知県 １ １ 

広島県 ２ ７ 

埼玉県 ３ ３ 

福島県 １ １ 

北海道 ７ ４ 

兵庫県 ２ ２ 

香川県 １ １ 

岡山県 １ １ 

岐阜県 １ １ 

長崎県 １ １ 

島根県 １ １ 

山形県 １ １ 

 

 

 

 

こころのシリーズ 

「虐待を受けた子どものこころの

支援」 

１月１３日（水） 

～１５日（金） 
６０ ２５ 定員変更 

一時保護所指導者研修 ２月 ４日（木） ８０ ６０ 
オンライン 

実施 

子ども虐待対応母子保健関係職員

指導者研修 

２月１６日（火） 

～１９日（金） 
６０ １３ 定員変更 

健康障害シリーズ 

「最新の虐待医学から学ぶ」 

 ３月 ４日（木） 

  ～ ５日（金） 
６０ ５２ 定員変更 
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依頼内容 件数（件） 

子ども家庭総合支援拠点の立ち上げに当たっての助言 ２０ 

母子保健との連携 １４ 

都道府県（児童相談所）が主催する管内市町向け研修会 １３ 

組織体制 １０ 

専門人材の確保 １０ 

拠点の具体的な業務内容 ９ 

先進市での事例、拠点がうまく機能した実例 ８ 

家庭児童相談室の業務との違い ５ 

補助金の活用方法 ４ 
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７ あかしこども財団運営事業 

諸規程の整備や一般事業主行動計画の策定により、運営体制の構築を図るとともに、

財団ホームページへの掲載や財団だよりの発行等により、効果的な広報活動を行いま

した。また、オンライン形式によるこども夢講座を開催し、子どもたちの夢や希望を

育むきっかけづくりを行いました。 

 

＜実施内容＞ 

時期 実施内容 

４月 第１回理事会開催（書面決議） 

５月 

２０１９年度事業監査 

第２回理事会開催（書面決議） 

財団だより（第７号）発行 

６月 

第３回理事会開催（書面決議） 

第４回理事会開催（書面決議） 

第１回評議員会開催（書面決議） 

８月 財団だより（第８号）発行 

１１月 財団だより（第９号）発行 

1 月 
第５回理事会開催（書面決議） 

第２回評議員会開催（書面決議） 

２月 財団だより（第１０号）発行 

３月 

第６回理事会開催（オンライン） 

第７回理事会開催（書面決議） 

こども夢講座開催（オンライン） 

 

◆ 運営体制の構築 

適切かつ健全な組織運営及び効果的な事業展開を行うため、必要となる諸規程の

整備を行うとともに、一般事業主行動計画の策定を行い、働きやすい職場環境の整

備を図りました。 

  ○ 整備した規程類 

会計処理規程（改正）、事務処理規程（改正） 

○ 一般事業主行動計画 

目  的：次世代育成支援対策推進法と女性活躍推進法に基づき、職員一人ひ

とりが仕事と生活の調和を図り、最大限にその能力を発揮し活躍で

きる働きやすい職場環境の整備を図る。 

計画期間：令和３年２月１日～令和７年３月３１日 
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◆ 財団だよりの発行 

季刊誌としての「財団だより」を計４回（第７・８・９・１０号）発行しました。

公共施設や関係機関等に幅広く配布し、当財団の取組を広く発信しました。 

発行部数：各３，５００部（Ａ３両面・４ページ） 

 

◆ こども夢講座を開催 

子どもたちが明るく前向きに将来の夢や希望が持てるよう、明石市立天文科学館

と協働し、こども夢講座として、オンライン形式により開催しました。開催前に国

立極地研究所から本物の南極の氷を取り寄せて参加者に発送し、当日は氷の溶ける

様子を自宅で観察できるようにするなど、子どもたちが楽しめる工夫を行いました。 

日 時：令和３年３月１３日（土） 午後２時～午後４時 

テーマ：「きみの未来は無限大！～南極編～」 

講 師：第５６次日本南極観測隊同行者 河合健次氏による講演 

「南極への行き方や様子、魅力等について」 

明石市立天文科学館館長 井上毅氏による説明 

「南極における日時計の不思議や仕組みについて」 

参加者：親子３２組 
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＜理事会・評議員会の開催状況＞ 

 

【理事会】 

開催日 内容 可否 

第１回 

令和２年４月１日 

（書面決議） 

議 案 第 １ 号 常務理事の選定について 可決 

第２回 

令和２年５月２０日 

（書面決議） 

議 案 第 ２ 号 会計処理規程の改正について 可決 

第３回 

令和２年６月２日 

（書面決議） 

議 案 第 ３ 号 

議 案 第 ４ 号 

議 案 第 ５ 号 

議 案 第 ６ 号 

２０１９年度事業報告について 

２０１９年度収支決算について 

令和２年度収支予算（補正）について 

令和２年度第１回評議員会の招集につい

て 

可決 

可決 

可決 

可決 

第４回 

令和２年６月３０日 

（書面決議） 

議 案 第 ７ 号 理事長（代表理事）の選定について 可決 

第５回 

令和３年１月２０日 

（書面決議） 

議 案 第 ８ 号 
令和２年度第２回評議員会の招集につい

て 
可決 

第６回 

令和３年３月１０日 

議 案 第 ９ 号 

議案第１０号 

令和３年度事業計画について 

令和３年度収支予算について 

可決 

可決 

第７回 

令和３年３月３１日 

（書面決議） 

議案第１１号 事務処理規程の改正について 可決 

※ 第６回理事会は、オンラインで開催しました。 

 

【評議員会】 

開催日 内容 可否 

第１回 

令和２年６月１８日 

（書面決議） 

議 案 第 １ 号 

議 案 第 ２ 号 

 

議 案 第 ３ 号 

 

議 案 第 ４ 号 

 

議 案 第 ５ 号 

２０１９年度収支決算について 

濱田純一氏を理事として選任することに

ついて 

寺見陽子氏を理事として選任することに

ついて 

公家裕氏を理事として選任することにつ

いて 

佐野洋子氏を理事として選任することに

ついて 

可決 

可決 

 

可決 

 

可決 

 

可決 

第２回 

令和３年１月２９日 

（書面決議） 

議 案 第 ６ 号 
前田麻衣氏を監事として選任することに

ついて 
可決 
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＜理事・評議員・監事＞ ※令和３年３月３１日現在 

 

理事長 

 

理事 

寺見 陽子 神戸松蔭女子学院大学大学院教授 

公家 裕 明石市市民生活局参事兼あかねが丘学園長（前明石市教育長） 

佐野 洋子 
明石市理事（福祉・こども担当）兼福祉局長兼こども局明石こども

センター所長 

小川 悦司 常務理事（兼事務局長） 

 

評議員 

小澤 昌甲 社会福祉法人神戸ＹＭＣＡ福祉会常務理事 

岡本 敬子 前国際ソロプチミスト明石会長 

佐藤 美知代 明石市民生児童委員協議会児童福祉専門部会部会長 

高橋 嗣郎 明石ケーブルテレビ社長 

藤本 政則 立正学園施設長 

松山 清 明石地区里親会会長 

三木 一廣 コープこうべ第６地区活動本部本部長 

 

監事 

濱田 純一 東京大学名誉教授（あかし市民図書館名誉館長） 

前田 麻衣 弁護士 

箕作 浩志 明石市総務局財務部長兼財務室長 

Ⅱ 法人概要 



 
 

 


